
西
野
宣
明

校注
『
訂
正
常
陸
国
風
土
記
』
の
本
文
校
訂
に
つ
い
て
（
下
）

橋

本

雅

之

三

　本
節
以
下
で
は
、
第
二
節
で
示
し
た
西
野
注
の
本
文
校
訂
に
関
し
て
、
そ
の
形
成
と
方
法
を
考
察
す
る
。
考
察
の
手
順
は
以
下
の
通
り
　
　
　
一

であ
る
。
ま
ず
本
文
校
訂
七
十
三
例
を
、
依
拠
し
た
写
本
を
単
位
と
す
る
グ
ル
ー
プ
に
分
類
し
て
ゆ
く
。
そ
し
て
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
一
　
　
　
3
3

次

二次
稿
本
で
の
記
述
の
有
無
や
、
現
存
の
主
要
写
本
と
の
異
同
を
確
認
す
る
。
そ
れ
に
基
づ
い
て
、
個
々
の
グ
ル
ー
プ
の
本
文
校
訂
の
　
　
　
一

特
色
を
明
確
に
し
、
本
稿
の
目
的
で
あ
る
西
野
注
の
校
訂
の
形
成
と
方
法
を
考
証
し
て
ゆ
く
。
と
こ
ろ
で
、
分
類
の
基
準
と
す
る
、
依
拠

し
た
写
本
に
つ
い
て
は
、
第
二
節
の
表
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
複
数
の
写
本
に
依
拠
し
た
も
の
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
西
野
頭

注

で
の

掲
載
順
の初
出
を
も
っ
て
グ
ル
ー
プ
分
け
の
基
準
と
し
、
こ
れ
に
基
づ
き
改
め
て
作
成
し
た
の
が
次
の
表
で
あ
る
。
（
カ
ッ
コ
内
の

算
用

数
字は
、
第
二
節
の
一
覧
表
に
付
け
た
第
一
例
か
ら
の
整
理
番
号
。
）
以
下
の
考
察
は
、
こ
の
表
に
示
し
た
、
①
～
⑧
を
も
っ
て
本
文
校
訂

のグ
ル
ー
プ
と
す
る
。
ま
た
、
比
較
に
使
用
す
る
写
本
の
略
号
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
菅
（
菅
政
友
写
、
彰
考
館
本
）
・
武
（
武
田
祐
吉
旧

蔵本
）
・
松
（
松
下
見
林
本
）
・
狩
（
狩
谷
械
齋
本
）
・
伴
（
伴
信
友
本
）
・
中
（
中
山
信
名
本
）
・
藤
（
藤
原
善
一
本
）
・
群
（
群
書
類
従
本
）
。

　
　
①
戊本
（
小
寺
清
先
本
）
↓
十
七
例
（
2
・
4
・
8
・
1
3
・
1
9
・
2
2
・
2
4
・
2
8
・
2
9
・
3
0
・
3
4
・
3
7
・
5
4
・
5
5
・
6
9
・
7
0
・
7
3
）

　
　②
丙
本
（
松
下
見
林
本
）
↓
十
三
例
（
9
・
1
7
・
1
8
・
2
1
・
2
5
・
3
2
・
3
9
・
5
2
・
5
6
・
5
8
・
6
1
・
6
4
・
7
2
）



西

野宣
明
校
注
『
訂
正
常
陸
国
風
土
記
』
の
本
文
校
訂
に
つ
い
て
（
下
）

　
　③
己
本
（
群
書
類
従
本
）
↓
十
二
例
（
5
・
6
・
7
・
1
0
・
3
3
・
3
6
・
4
1
・
4
7
・
5
0
・
5
7
・
6
0
・
6
2
）

　
　④
丁
本
（
昌
平
文
庫
本
）
↓
　
五
例
（
2
7
・
4
3
・
5
1
・
5
3
・
7
1
）

　
　⑤
乙
本
（
彰
考
館
本
）
　
↓
　
三
例
（
1
6
・
4
4
・
6
5
）

　
　⑥
甲
本
（
鹿
島
神
宮
本
）
↓
　
一
例
（
2
0
）

　
　⑦
意
改
　
　
　
　
　
　
↓
　
十
例
（
3
・
H
・
1
2
・
1
5
・
4
0
・
4
2
・
4
5
・
4
8
・
5
9
・
6
8
）

　
　⑧
そ
の
他
　
　
　
　
　
↓
十
二
例
（
－
・
1
4
・
2
3
・
2
6
・
3
1
・
3
5
・
3
8
・
4
6
・
4
9
・
6
3
・
6
6
・
6
7
）

　⑧
に
は
、
あ
る
特
定
の
写
本
に
依
拠
し
な
い
も
の
す
べ
て
を
含
む
。
す
な
わ
ち
、
諸
本
の
誤
写
の
可
能
性
や
、
本
文
異
同
の
み
を
指
摘

し
た
も
の
、
あ
る
い
は
仙
覚
『
万
葉
集
註
釈
』
所
引
逸
文
や
、
漢
籍
お
よ
び
他
説
に
依
る
も
の
は
、
す
べ
て
こ
れ
に
含
め
た
。

　さ
て
、
こ
の
①
～
⑧
に
つ
い
て
、
上
記
の
手
順
に
基
づ
き
調
査
し
た
結
果
を
ま
と
め
た
の
が
次
の
表
で
あ
る
。
（
頭
の
算
用
数
字
は
、
第
二
　
　
　
一

節
の
一
覧
表
に
付
け
た
第
一
例
か
ら
の
整
理
番
号
で
あ
る
。
一
次
二
次
稿
本
に
つ
い
て
は
、
記
載
の
有
無
を
の
み
挙
げ
、
諸
本
と
の
異
同
に
つ
い
て
は
、
　
　
　
3
4

同
じ
場
合
は
○
と
し
・
違
う
場
合
は
そ
の
文
字
を
挙
げ
る
・
ま
た
該
当
文
字
が
欠
字
の
場
合
は
×
と
す
る
・
）
　
　
　
　
　
　
　
　
一

①
戊
本

（小寺
清
先
本
）
に
よ
る
校
訂
説

番
号

本　
　
　
　
文

　次

二次

菅

武

松

狩

伴

中

藤

群

備　
　
　
考

2

原

野
肥
街

（
ニオ
・
2
）

有

有

御

御

御

御

御

御

御

御

戊本
の
単
独
異
文

4

歳
逢
冗
陽
（
ニ
オ
・
8
）

有

有

冗

冗

尤

元

元

冗

尤

○

群と
の
み
一
致



8

今
夜
錐
新

（四オ
・
1
）

有

無

椎

新

新

椎

新

椎

○

○

藤
・
群
と
一
致

1
3

古
老
日…
日
高
見
國
也
（
栢
・
4
）

有

無

×

×

×

×

×

×

×

○

群と
の
み
一
致

1
9

大臣
族
黒
坂
命
（
七
オ
・
2
）

有

有

挨

挨

挨

挨

挨

挨

族

○

群と
の
み
一
致

2
2

走
而
帰
土
窟

（七オ
・
4
）

有

有

×

×

×

○

×

×

×

×

狩と
の
み
一
致

2
4

三
夏熱
朝
（
八
オ
・
3
）

有

有

潮

潮

潮

潮

潮

潮

潮

潮

戊本
の
単
独
異
文

2
8

志古
止
売
志
門
毛
（
八
オ
・
7
）

有

有

×

×

×

×

×

×

×

×

戊
本
の

単
独
異
文

2
9

征
平
海
北

（九オ
・
3
）

有

有

此

此

此

此

此

此

此

×

戊本
の
単
独
異
文

3
0

頓幸
槻
野
（
九
オ
・
4
）

有

有

花

花

花

華

花

花

在

在

戊本
の
単
独
異
文

3
4

　
　
’
粘
自
郡
西
（
＋
オ
・
2
）

有

無

献

献

献

献

献

献

○

○

藤
・
群
と
一
致

3
7

要
在
活
民
（
＋
ウ
・
7
）

無

無

孟

孟

孟

孟

孟

孟

孟

孟

戊
本
の
単
独
異
文

西
野宣
明
校
注
『
訂
正
常
陸
国
風
土
記
』
の
本
文
校
訂
に
つ
い
て
（
下
）

一
3
5一



西
野
宣
明
校
注
『
訂
正
常
陸
国
風
土
記
』
の
本
文
校
訂
に
つ
い
て
（
下
）

5
4

長
一
＋
五
丈
（
ヨ
オ
・
8
）

無

有

里

里

里

里

里

里

×

○

群と
の
み
一
致

5
5

自
愛
心
熾
（
ヨ
ゥ
・
5
）

無

有

滅

滅

滅

滅

滅

滅

滅

滅

戊本
の
単
独
異
文

6
9

白
聖
可
塗
（
味
オ
・
8
）

無

無

土

土

土

土

土

土

土

土

戊
本
の

単
独異
文

7
0

改名
助
川
三
ウ
・
5
）

無

無

×

×

×

×

×

×

×

○

群と
の
み
一
致

7
3

朕
與皇
后
（
ユ
オ
・
2
）

無

無

家

家

家

家

家

家

家

家

戊本
の
単
独
異
文

②
丙
本
（
松
下
見
林
本
）
に
よ
る
校
訂
説
（
松
の
異
同
は
ゴ
チ
ッ
ク
体
で
示
す
）

9

歓
然
謁
日

（四オ
・
3
）

有

無

諄

謀

誼

詞

謹

諒

語

語

松

「謹
」
頭
注
と
矛
盾

1
7

常
陸
下
総
（
六
オ
・
2
）

有

有

×

×

×

×

×

×

×

×

松は
欠
字
、
頭
注
と
矛
楯

1
8

阻
風
俗
也

（七オ
・
2
）

有

有

他

他

他

他

他

他

×

×

松

「他
」
頭
注
と
矛
盾

一
3
6一



2
1

塞
施
穴内
（
七
オ
・
3
）

有

有

×

×

×

×

×

×

×

×

松は
欠
字
、
頭
注
と
矛
盾

2
5

九
陽蒸
夕
（
八
オ
・
3
）

有

有

差

呈

並

至

並

差

×

×

松

「望
」
頭
注
と
矛
盾

3
2

曽
尼
之
騨
（
十
ウ
・
8
）

有

有

×

×

×

×

×

×

×

○

松
は
欠
字
、
頭
注
と
矛
楯

3
9

池
面
椎
株

（

仁オ
・
2
）

無

無

○

○

○

面

○

○

面

○

5
2

　
　
　
　
．
伏
苓
伏
神
（
ヨ
オ
．
－
）

無

有

×

萩

○

×

○

×

×

×

5
6

　
　
　
’
宇
志
乎
（
ヨ
ゥ
・
8
）

無

有

羊

○

○

羊

乎

羊

乎

○

5
8

携
手
促
膝

（

｝オ
・
2
）

無

有

低

低

低

低

低

低

低

低

松

「低
」
頭
注
と
矛
盾

6
1

夜
之将
蘭
（
≡
ウ
・
－
）

無

有

開

開

開

開

聞

開

開

開

松

「開
」
頭
注
と
矛
盾

6
4

古有
大
蛇
…
名
之
（
ニ
オ
・
3
）

無

有

○

○

○

○

○

○

○

○

但し
諸
本
す
べ
て
割
注

7
2

蓋得
百
味
焉
（
ユ
オ
・
－
）

無

無

烏

鳥

鳥

鳥

鳥

鳥

焉

○

松

「鳥
」
頭
注
と
矛
盾

西
野
宣
明校
注
『
訂
正
常
陸
国
風
土
記
』
の
本
文
校
訂
に
つ
い
て
（
下
）

一
3
7一



　
　
　

西

野
宣
明

校注
『
訂
正
常
陸
国
風
土
記
』
の
本
文
校
訂
に
つ
い
て
（
下
）

③
己
本
（
群
書
類
従
本
）
に
よ
る
校
訂
説
（
群
の
異
同
は
ゴ
チ
ッ
ク
体
で
示
す
）

5

白
壁
郡
（
三
オ
・
5
）

有

無

×

×

×

×

×

×

×

○

群書
本
の
単
独
異
文

6

諸
欲寓
宿
（
三
ウ
・
4
）

有

無

過

過

過

過

過

遇

○

○

7

署
告
日

（
三ウ
・
6
）

有

無

ー

○

○

○

○

ー

○

○

菅
・
中
は
「
四
里
」

1
0

西峰
岬
（
四
オ
・
8
）

有

無

両

両

両

両

○

両

○

○

3
3

箭
括
氏

（
トオ
・
2
）

有

無

括

括

括

括

括

括

括

○

群書
本
の
単
独
異
文

3
6

學
聲
大
言

（

＋ウ
・
7
）

無

有

宮

宮

宮

宮

宮

宮

○

○

4
1

天

之鳥
琴
（
梱
オ
・
8
）

無

有

ー

ー

ー

ー

ー

ー

○

○

諸本
こ
の
句
、
重
複
記
載

4
7

澗
流
蛭泉
（
仇
オ
・
2
）

無

無

潤

潤

潤

潤

潤

潤

潤

○

群
書本
の
単
独
異
文

一
3
8一



5
0

積
成高
丘
（
情
ウ
・
4
）

無

無

民

民

民

民

民

民

○

○

5
7

便
欲
相
語

ニオ
・
2
）

無

有

晒

暗

曙

暗

暗

曙

暗

曙

群

「暗
」
頭
注
と
矛
盾

6
0

耽
語
之
甘
味

ニオ
・
8
）

無

有

沈

沈

沈

沈

沈

沈

沈

沈

群

「沈
」
頭
注
と
矛
盾

6
2

麦
童
子
等
ニ
ゥ
・
2
）

無

有

僅

憧

憧

憧

憧

憧

憧

憧

群

「憧
」
頭
注
と
矛
盾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
9

④
丁
本

（昌
平
文
庫
本
）
に
よ
る
校
訂
説
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

2
7

伊
毛
乎
古

比

（
八オ
・
7
）

有

有

×

×

×

×

×

×

×

×

丁
本
の

単
独
異文

4
3

其
南名
田
里
（
伍
ウ
・
8
）

無

無

×

×

×

×

×

×

×

×

丁本
の
単
独
異
文

5
1

ト
率
鍛
冶
（
廿
ウ
・
6
）

無

無

×

×

×

×

×

×

×

×

丁本
の
単
独
異
文

5
3

沼
水
流
海
（
計
オ
・
6
）

無

有

×

×

×

×

×

×

×

×

丁本
の
単
独
異
文

西
野
宣
明
校
注

『訂
正常
陸
国
風
土
記
』
の
本
文
校
訂
に
つ
い
て
（
下
）



7
1

鮭
胆
為
須
介

（

牛ウ
・
5
）

無

有

祖

祖

祖

祖

祖

祖

祖

祖

丁本
の
単
独
異
文

　
　
　
西

野
宣
明

校
注

『
訂
正常
陸
国
風
土
記
』
の
本
文
校
訂
に
つ
い
て
（
下
）

⑤
乙
本
（
彰
考
館
本
）
に
よ
る
校
訂
説

1
6

其
味
若
燗

（
六オ
・
1
）

有

有

○

○

茗

○

茗

○

茗

苦

4
4

　
　
’
、
櫟
柞
楡
叫
（
け
オ
・
5
）

有

有

○

○

○

○

○

○

×

×

6
5

最
前
略
之
三
ウ
・
－
）

無

有

○

○

○

○

○

○

○

×

但し
諸
本
は
頭
書

⑥甲
本
（
鹿
島
神
宮
本
）
に
よ
る
校
訂
説

2
0

出
遊
之
時
（
七
オ
・
2
）

有

有

○

幽

幽

○

幽

○

○

○

｝
4
0一



⑦
意
改

3

蓋
疑
此
地

（
ニオ
・
7
）

有

有

○

○

○

×

○

○

○

○

此
地
に

続く
本
文
削
除
案

1
1
1

相
携
餅
聞
（
四
ウ
・
3
）

有

無

園

園

聞

園

問

園

圓

圓

一
次
稿本
に
伴
説
の
付
箋

筑
波
郡
…
白
壁
郡
（
五
オ
・
2
）

有

無

×

×

×

×

×

×

×

○

伊川
乃
川
恵
（
五
ウ
・
6
）

有

無

×

×

×

×

×

×

×

×

胡

其
野
出
莇
馬
（
仁
ウ
・
4
）

無

無

○

○

○

莇

○

○

○

○

4
2

杵
島
唱
曲
（
叶
ウ
・
－
）

無

有

ー

ー

1

ー

ー

ー

ー

1

諸
本
「
島
（
嶋
）
杵
」

4
5

　
　
　
．
、
中
臣
鎌
子
（
げ
ウ
・
5
）

無

有

×

×

×

×

×

×

×

×

4
8

百
艸
口
花
（
仇
オ
・
4
）

無

無

ー

ー

ー

1

ー

ー

ー

○

諸
本
「
朽
損
」
と
あ
り

西

野宣
明
校
注
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訂
正
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陸
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5
9

度
雁
之
東
路

ニオ
・
6
）

無

有

帖

培

枯

帖

帖

悟

帖

帖

6
8

強
兵
利
劒

（
⊃オ
・
5
）

無

無

×

×

×

×

×

×

×

×

⑧
そ
の
他

1

衣
袖
漬
国
（
一
ウ
・
8
）

有

有

×

×

×

×

×

×

×

○

万葉
集
註
釈
逸
文
に
よ
る

1
4

荒梗
之
類
（
五
ウ
・
5
）

有

無

○

○

○

○

梗

○

○

○

諸本
異
同
の
み
注
す

2
3

舞
鶴
於
渚
干
（
八
オ
・
1
）

有

有

文

文

ざ

文

文

文

×

×

毛
詩
小
雅
に
よ
る

2
6

桂
欝
陶
之
煩

（
八オ
・
4
）

有

有

社

社

社

社

杜

社

社

社

吉
田

令
世
説
に
よ
る

3
1

物
色
可
怜

（九オ
・
8
～
ウ
ー
）

有

有

於

於

於

於

於

於

○

○

万葉
・
書
紀
に
よ
る

3
5

率紀
・
難
時
（
＋
オ
・
5
）

有

無

○

○

○

○

○

○

○

×

本
文
難
解と
す
る

　
4
2「



3
8

要
在
活
民
（
＋
ウ
・
7
）

無

無

○

○

○

○

○

○

○

○

乙
本
の
誤
写
の
指
摘
の
み

4
6

内
庭
之
藩
簾
（
枕
オ
・
－
）

無

無

蕃

蕃

蕃

蕃

蕃

蕃

○

○

丙
本
異同
の
み
注
す

4
9

高
松
濱
（
仇
ウ
・
3
）

無

無

○

○

○

○

○

○

○

○

誤
写
の

可
能
性
の

指
摘

6
3

斯呂
唱
歌
三
オ
・
－
）

無

有

○

○

○

○

○

○

○

○

誤
写
の

可
能
性
の

指
摘

6
6

大
伴
村

三ウ
・
3
）

無

無

○

○

○

○

○

○

○

○

諸
本
誤
写
の

指
摘

6
7

二神
之
峰
（
班
ウ
・
7
）

無

無

折

折

折

折

折

折

折

折

丙
本
誤
写
の
指
摘

　
以
上
の

調
査
に

基
づ
い
て
、
次
節
に
お
い
て
各
グ
ル
ー
プ
の
本
文
校
訂
に
つ
い
て
考
え
て
ゆ
く
。

　
　
　
　
　
　
　

四

　さ
て
、
ま
ず
戊
本
（
小
寺
清
先
本
）
に
基
づ
く
校
訂
か
ら
み
て
ゆ
こ
う
。
こ
の
本
の
書
写
者
の
小
寺
清
先
（
寛
保
元
年
、
一
七
四
一
～
文
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
六

三年
、
↓
八
二
〇
）
は
、
備
中
笠
岡
の
人
。
郷
校
敬
業
館
に
て
書
を
講
じ
、
国
史
註
疏
の
講
究
に
励
ん
だ
と
い
う
。
清
先
が
当
国
風
土
記
を

書
写し
た
経
緯
や
、
そ
の
写
本
の
系
統
お
よ
び
性
格
に
つ
い
て
は
、
こ
の
本
が
現
存
し
な
い
た
め
不
明
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
し
か
し
、

西

野
注
が
採用
し
た
戊
本
の
文
字
を
吟
味
し
て
ゆ
く
と
、
そ
の
系
統
を
推
察
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
、
西
野
注
の
校
訂
の

4
3一

西
野
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校
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傾向
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
戊
本
に
よ
る
校
訂
の
特
徴
は
、
戊
本
の
単
独
異
文
に
基
づ
く
も
の
が
九
例
（
2
・
2
4
・
2
8
・
2
9
・
3
0
・
3
7
・
5
5
・
6
9
・
7
3
）
あ
る
こ
と
と
、

群
書
類従
本
の
文
字
と
一
致
す
る
も
の
が
七
例
（
4
・
8
・
1
3
・
1
9
・
3
4
・
5
4
・
7
0
）
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
中
で
、
群
書
類
従
本
と
一
致

す
る
1
3
は
注
目
に
値
す
る
。

　
1
3は
、
信
太
郡
の
建
郡
記
事
で
あ
り
、
全
体
で
六
十
三
文
字
を
補
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
本
文
は
、
現
存
諸
本
で
は
欠
落
し
て

お
り
、
『
釈
日
本
紀
』
に
引
く
当
国
風
土
記
の
逸
文
の
中
に
見
え
る
記
事
で
あ
る
。
一
次
稿
本
に
は
「
○
小
寺
本
有
補
文
。
」
の
右
傍
書
が

あ
り
、
板
本
頭
注
で
は
「
按
自
古
老
日
、
以
下
至
日
高
見
國
、
諸
本
欠
。
今
拠
戊
本
補
之
。
釈
日
本
紀
所
引
文
與
此
小
異
　
。
」
と
す
る
。

こ
こ
で
問
題
な
の
は
頭
注
に
、
戊
本
の
本
文
が
『
釈
日
本
紀
』
所
引
の
逸
文
と
小
異
が
あ
る
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
西
野
注
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
七

こ
の
記
事
と
、
『
釈
日
本
紀
』
所
引
逸
文
を
比
較
し
て
み
る
と
、
確
か
に
五
箇
所
の
異
同
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
を
群
書
類
従
本
と
比
　
　
　
　
｝

較し
て
み
る
と
四
例
ま
で
が
一
致
す
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
判
断
す
る
と
、
西
野
注
が
依
拠
し
た
戊
本
は
、
群
書
類
従
本
と
関
係
が
深
　
　
　
4
4

い

写
本
では
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
戊
本
と
群
書
類
従
本
と
が
、
近
し
い
関
係
に
あ
る
と
推
定
で
き
る
根
拠
は
他
に
も
存
す
る
。
戊
　
　
　
　
一

本
の

単
独
異
文
に

基
づく
2
を
例
と
す
る
な
ら
、
群
書
類
従
本
の
本
文
は
、
表
に
見
る
通
り
「
御
」
で
あ
る
が
、
そ
の
右
傍
書
に
「
術
イ
」

と
あ
る
。
他
の
単
独
異
文
に
関
し
て
同
じ
よ
う
に
調
査
し
て
み
る
と
、
2
を
含
め
、
校
訂
文
字
九
例
の
う
ち
2
・
2
8
・
2
9
・
3
0
・
3
7
・
6
9
・

7
3の
七例
が
群
書
類
従
本
の
イ
本
注
記
の
文
字
と
一
致
す
る
。
ま
た
、
狩
と
の
み
一
致
す
る
2
2
も
、
群
書
類
従
本
に
は
「
而
イ
」
の
注
記

があ
る
。
こ
の
調
査
結
果
を
ま
と
め
て
み
る
と
、

　
　
群
書
類
従
本と
一
致
す
る
七
例
（
4
・
8
・
1
3
・
1
9
・
3
4
・
5
4
・
7
0
）

　
　
群
書イ
本
と
一
致
す
る
　
八
例
（
2
・
2
2
・
2
8
・
2
9
・
3
0
・
3
7
・
6
9
・
7
3
）

と
な
り
、
戊
本
に
よ
る
十
七
例
の
校
訂
文
字
は
2
4
・
5
5
を
除
き
、
群
書
本
と
関
係
が
深
い
こ
と
が
判
明
す
る
。

　
以
上
の

調
査
から
判
断
し
て
、
戊
本
は
群
書
類
従
本
を
親
本
と
し
、
さ
ら
に
そ
の
イ
本
注
記
の
文
字
を
多
く
取
り
入
れ
た
校
訂
本
で
あ



っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
戊
本
の
系
統
が
、
こ
の
推
測
に
間
違
い
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
写
本
に
よ
る
校
訂
は
、
間
接
的
な
が
ら
群
書

類従
本
に
基
づ
く
と
結
論
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
点
は
、
西
野
注
の
本
文
校
訂
の
形
成
を
考
え
る
上
で
も
た
い
へ
ん
重
要
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。

　次
に
、
丙
本
（
松
下
見
林
本
）
に
よ
る
校
訂
説
を
み
て
ゆ
こ
う
。
さ
て
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
調
査
結
果
を
み
て
行
く
と
、
丙
本
に
基
づ
く

校
訂
に
は
、
た
い
へ
ん
大
き
な
問
題
が
存
す
る
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
丙
本
（
松
下
見
林
本
）
に
依
る
と
西
野
注
が
い
う

十
三
例
を
、
松
下
本
と
比
較
し
て
み
る
と
、
3
9
・
5
2
・
5
6
・
6
4
を
除
く
九
例
は
松
下
本
と
一
致
し
な
い
。
こ
の
点
は
、
す
で
に
飯
田
瑞
穂

　
　
　
　
　
注
八

氏
が指
摘
さ
れ
た
通
り
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
校
訂
は
、
実
際
に
は
松
下
本
を
基
に
し
た
も
の
で
は
な
い
ら
し
い
と
判
断
で
き
よ
う
。
厄
介

な
こ
と
に
、
問
題
は
そ
れ
だ
け
で
は
終
わ
ら
な
い
。
実
は
、
こ
の
丙
本
に
よ
る
と
す
る
校
訂
や
文
字
異
同
の
指
摘
に
関
し
て
は
、
稿
本
の

段階
で
相
当
混
乱
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　た
と
え
ば
、
筑
波
郡
の
、
祖
神
尊
が
富
士
山
と
筑
波
山
を
巡
る
記
事
の
中
の
、
9
「
歓
然
詞
日
（
四
オ
・
3
）
」
に
つ
い
て
み
て
ゆ
く
と
、
　
　
　
4
5

板
本
頭
注
に
は
「
甲
本
乙
本
詞
字
作
講
字
、
己
本
作
語
字
。
据
丙
本
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
丙
本
の
「
詞
」
を
据
え
る
と
い

う
訳
だ
が
、
一
次
稿
本
を
み
る
と
、
本
文
は
す
で
に
「
詞
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
頭
書
に
は
「
松
、
謁
作
誰
。
塙
、
作
語
。
」
と
記
さ

れ
て

お
り
、
一
次
稿
本
の
文
字
異
同
は
正
し
い
。
二
次
稿
本
で
は
こ
の
部
分
が
欠
落
し
て
お
り
、
板
本
に
お
い
て
、
な
ぜ
文
字
異
同
の
指

摘
が
誤
っ
た
も
の
に
な
っ
た
の
か
、
原
因
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
戊
本
に
よ
る
校
訂
の
1
9
「
大
臣
族
黒
坂
命
（
七
オ
・
2
）
」
を
み
て
ゆ
く

と
、
頭
注
に
は
「
乙
本
族
字
、
作
挨
字
。
丙
本
作
候
字
、
今
据
戊
本
。
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
一
次
稿
本
で
は
「
塙
、
候
作
族
、
又

作
挨
。
」
と
す
る
が
、
二
次
稿
本
で
は
「
鹿
島
本
挨
作
候
。
小
寺
本
同
。
京
師
本
作
族
。
類
従
本
同
。
伊
勢
本
同
。
」
と
あ
る
。
こ
こ
に
い

う
京
師
本
と
は
、
板
本
の
凡
例
に
よ
れ
ば
松
下
本
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
と
す
る
な
ら
ば
、
二
次
稿
本
と
版
本
で
、
松
下
本
に
関
す
る
文

字
異
同
の
指
摘
が
食
い
違
っ
て
い
る
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
松
下
本
で
は
実
際
に
は
「
挨
」
と
あ
り
、
実
は
板
本
・
二
次
稿
本
と
も
に
、
松

下本
の
本
文
と
食
い
違
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
松
下
本
に
関
し
て
は
、
他
に
2
3
「
舞
鶴
於
渚
干
（
八
オ
・
1
）
」
の
頭
注
「
甲
本
渚
干
、
作
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渚
才
。
丙
本
並
同
。
乙
本
丁
本
作
渚
文
。
諸
本
共
不
可
読
。
按
詩
ノ
小
雅
云
、
秩
秩
斯
干
。
毛
註
云
、
干
ハ
澗
也
。
又
水
崖
也
云
云
。
拠

此
今
補
訂之
。
」
に
対
し
て
、
二
次
稿
本
に
は
「
鹿
島
本
、
渚
干
作
渚
才
。
伊
勢
本
同
。
彰
考
館
本
、
作
渚
文
。
京
師
本
同
。
按
諸
本
倶
不

可讃
。
疑
渚
干
之
説
也
。
詩
小
雅
日
、
秩
秩
斯
干
。
毛
註
、
干
ハ
澗
也
。
」
と
あ
る
。
二
次
稿
本
に
よ
れ
ば
、
丙
本
（
松
下
本
）
は
「
渚
文
」
、

板本
に
よ
れ
ば
「
渚
才
」
と
な
る
が
、
松
下
本
は
「
諸
ざ
」
で
あ
り
、
い
ず
れ
の
指
摘
も
正
し
く
な
い
。
ま
た
、
2
6
「
怯
欝
陶
之
煩
（
八
オ
・

4
）
」
も
、
頭
注
の
「
令
世
云
、
諸
本
枯
作
社
。
或
作
杜
。
蓋
桂
誤
。
今
訂
之
。
」
に
関
し
て
、
一
次
稿
本
に
「
加
、
杜
作
社
。
松
、
作
林
。
」

の

頭書
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
松
下
本
は
「
社
」
で
あ
っ
て
、
一
次
稿
本
の
指
摘
と
食
い
違
っ
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
文
字
異
同
の
指
摘
の
混
乱
は
、
松
下
本
に
関
す
る
部
分
に
集
中
し
て
お
り
、
西
野
注
は
実
際
に
は
松
下
本
を
見
て
い
な

い
と
判
断
し
て
、
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
。
従
っ
て
、
丙
本
に
よ
る
と
す
る
校
訂
は
、
そ
の
信
頼
性
が
著
し
く
低
い
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
。
な
ら
ば
、
丙
本
に
よ
る
と
す
る
こ
れ
ら
は
、
実
際
に
は
何
を
根
拠
と
し
て
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
な
お
　
　
　
「

慎
重な
検
討
が
必
要
で
あ
る
が
、
3
2
・
3
9
・
5
6
・
6
4
・
7
2
が
群
書
類
従
本
と
一
致
し
、
そ
の
中
で
も
3
2
・
7
2
は
群
書
本
と
の
み
一
致
す
る
　
　
　
4
6

こ
と
、
ま
た
9
・
1
7
・
2
1
・
2
5
・
5
8
・
6
1
が
、
群
書
本
の
イ
本
注
記
と
一
致
す
る
こ
と
な
ど
を
考
え
る
と
、
こ
れ
ら
も
あ
る
い
は
群
書
類

従
本
の本
文
に
相
当
程
度
依
拠
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。

　
戊
本と
丙
本
に
よ
る
校
訂
結
果
を
み
て
ゆ
く
と
、
そ
こ
に
間
接
的
に
せ
よ
群
書
類
従
本
の
影
響
が
見
ら
れ
る
ら
し
い
こ
と
が
解
っ
て
き

た
が
、
さ
て
、
そ
れ
で
は
己
本
（
群
書
類
従
本
）
に
基
づ
く
校
訂
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
は
、
ほ
と
ん
ど
が
一
致
し
て
い
る
だ
け
で

な
く
、
板
本
頭
注
と
食
い
違
う
5
7
・
6
0
・
6
2
も
群
書
イ
本
の
文
字
と
一
致
す
る
。
従
っ
て
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
基
本
的
に
群
書
類
従
本
に

依
拠し
て
形
成
さ
れ
た
と
み
て
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
丁
本
（
昌
平
文
庫
本
）
に
基
づ
く
五
例
は
、
す
べ
て
丁
本
の
単
独
異
文
で

あ
る
が
、
こ
れ
も
2
7
・
4
3
・
5
3
・
7
1
の
四
例
は
群
書
イ
本
と
一
致
し
て
お
り
、
丁
本
も
群
書
類
従
本
と
何
ら
か
の
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
が

推察
さ
れ
る
。
乙
本
と
甲
本
に
関
し
て
は
、
例
も
少
な
い
が
、
乙
本
に
関
し
て
は
菅
本
の
文
字
の
食
違
い
も
な
く
問
題
は
な
い
も
の
と
思

う
。



以上
、
諸
本
に
基
づ
く
校
訂
に
つ
い
て
み
て
き
た
。
続
い
て
、
意
改
及
び
そ
の
他
に
つ
い
て
考
え
て
ゆ
こ
う
。

五

　
西
野
注が
、
自
ら
の
見
解
で
本
文
校
訂
を
施
し
た
と
い
う
十
例
に
は
、
ど
の
よ
う
な
特
色
が
み
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
ま
ず
指

摘
で
き
る
の
は
、
3
・
1
2
・
4
0
・
4
8
が
群
書
類
従
本
と
一
致
す
る
こ
と
で
あ
る
。
特
に
1
2
「
東
筑
波
…
白
壁
郡
（
五
オ
・
2
）
」
は
、
他
の

写本
に
は
な
い
河
内
郡
の
四
至
記
述
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
板
本
頭
注
に
「
按
自
東
筑
波
郡
、
至
白
壁
郡
十
八
字
、
原

本
大書
、
属
上
ノ
文
。
蓋
河
内
郡
分
註
而
、
脱
河
内
郡
三
字
。
誤
以
分
註
為
本
文
。
決
不
可
疑
。
故
今
補
訂
之
。
己
本
、
在
新
治
郡
下
者
、

恐
傳爲
之
誤
也
。
」
と
し
、
己
本
（
群
書
類
従
本
）
で
は
新
治
郡
の
下
に
こ
の
記
事
が
あ
る
と
す
る
が
、
事
実
誤
認
で
あ
り
、
群
書
本
に
お

い
て
も
、
西
野
注
と
同
じ
位
置
に
こ
の
記
事
は
あ
る
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
誤
認
が
生
じ
た
の
か
問
題
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
れ
は
問
わ
　
　
　
　
一

な
い
。
両
書
に
同
一
の
記
事
が
（
し
か
も
群
書
本
の
単
独
異
文
の
）
存
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
や
は
り
群
書
本
か
ら
の
影
響
を
考
　
　
　
4
7

え
る
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
と
こ
ろ
で
、
群
書
類
従
本
か
ら
の
影
響
は
、
こ
れ
以
外
に
も
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
上
　
　
　
　
　

記
の表
の
中
で
、
西
野
注
の
単
独
異
文
で
あ
る
1
5
・
4
5
・
6
8
の
校
訂
も
実
は
群
書
イ
本
の
記
述
に
一
致
す
る
。
こ
れ
ら
も
あ
る
い
は
群
書

本
に

基
づく
校
訂
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
と
す
る
な
ら
ば
、
意
改
十
例
の
う
ち
七
例
が
、
群
書
本
と
関
係
が
あ
る
こ
と
に
な
り
、
西
野
注

の
本
文
校
訂
の
形
成
を
考
え
る
上
で
貴
重
で
あ
る
。

　
次
に
、
伴
信
友
説
に
基
づ
く
と
思
わ
れ
る
校
訂
が
存
す
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
4
2
の
「
杵
島
唱
曲
（
畑
ウ
・
1
）
」
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ん

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
繰
り
返
し
論
じ
て
き
た
こ
と
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
改
め
て
取
り
上
げ
る
こ
と
は
し
な
い
。
た
だ
、
意
改
の
中
に
、
伴

信
友
説
に
基
づ
く
記
述
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
み
、
同
じ
く
1
1
を
例
と
し
て
考
証
し
て
お
き
た
い
。
1
1
の
「
相
携
餅
聞
（
四
ウ
・
3
）
」

を
み
て
ゆ
く
と
、
板
本
頭
注
に
は
「
餅
閥
、
万
葉
抄
二
脱
閥
字
。
乙
本
作
園
、
己
本
作
圓
。
諸
本
共
誤
、
故
今
改
之
。
　
按
李
白
詩
云
、
耕

間
閾
外
云
々
」
と
あ
る
。
一
次
稿
本
を
確
認
し
て
み
る
と
、
本
文
は
「
騎
圓
」
と
あ
り
、
そ
の
頭
書
に
「
塙
、
餅
間
作
餅
圓
。
万
葉
所
引

西
野
宣
明
校
注

『訂
正常
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記
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い
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西

野
宣
明
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無
二
字
。
」
と
記
す
他
に
、
付
箋
が
添
付
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
は
「
四
丁
オ
餅
口
／
－
－
ハ
餅
團
ノ
誤
ナ
ル
ベ
シ
。
團
ハ
イ
ハ
ユ
ル
団
子
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
カ
　

テ
和
名
抄
歓
善
團
。
又
團
ロ
ト
載
セ
タ
ル
モ
團
子
ノ
類
ト
キ
コ
エ
タ
リ
。
」
と
あ
る
。
こ
の
付
箋
の
記
述
は
、
伴
信
友
本
の
傍
書
「
（
右
傍
書
）

圓イ
。
園
イ
・
加
本
・
一
本
。
（
左
傍
書
）
餅
闇
ハ
餅
團
ノ
誰
ニ
テ
團
子
也
。
コ
≧
三
ア
ハ
餅
團
ハ
菓
子
。
飲
食
ハ
酒
食
二
当
タ
ル
文
ト
キ

コ

ユ。

万
注

所引
二
字
ナ
シ
。
」
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
他
の
写
本
に
は
、
こ
の
よ
う
な
説
を
述
べ
た
も
の
は
な
く
、
信
友
説
を
引
用
し
た
も

の
と
み
ら
れ
る
。
一
次
稿
本
に
、
こ
の
よ
う
な
形
で
伴
信
友
の
説
を
引
用
し
て
い
る
例
が
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
4
2
も
信
友
説

に

基
づく
も
の
と
考
え
て
ほ
ぼ
誤
り
無
い
も
の
と
思
う
。

　
最
後
に
、
そ
の
他
の
例
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
諸
本
の
異
同
や
誤
写
の
可
能
性
を
記
す
1
4
・
3
8
・
4
6
・
4
9
・
6
3
・
6
6
・
6
7
の
う
ち
、
6
7

を
除
い
て
は
諸
本
の
本
文
そ
の
も
の
が
、
正
し
い
と
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
あ
え
て
文
字
異
同
を
指
摘
す
る

理由
が
い
ま
ひ
と
つ
明
確
で
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
6
3
「
斯
呂
唱
歌
（
オ
・
1
）
」
に
つ
い
て
少
し
考
え
て
お
き
た
い
。
板
本
頭
注
に
は
「
按
、
　
　
　
一

丁本
斯
呂
作
斯
昌
、
與
清
云
、
呂
字
ノ
下
恐
脱
鳥
字
。
蓋
白
鳥
之
誤
乎
。
」
と
の
み
あ
る
が
、
二
次
稿
本
を
み
る
と
、
板
本
の
頭
注
と
同
　
　
　
4
8

じ
書
き
入
れ
の
後
に
「
按
諸
本
脱
歌
字
・
霧
量
之
杢
今
補
之
・
」
と
あ
り
二
斯
呂
唱
歌
」
の
「
歌
」
が
・
狩
谷
本
に
基
づ
く
校
　
　

訂
であ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
西
野
注
が
狩
谷
本
を
参
考
に
し
て
い
た
明
確
な
証
拠
で
あ
る
が
、
板
本
で
は
こ
の
頭
注

が削
除
さ
れ
て
い
る
。
削
除
さ
れ
た
理
由
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
例
が
あ
る
こ
と
は
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
頭

注
に
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
他
写
本
の
文
字
批
判
を
受
け
入
れ
て
校
訂
し
た
部
分
が
他
に
も
存
在
す
る
可
能
性
を
指
摘
で

き
る
か
ら
で
あ
る
。
6
3
の
二
次
稿
本
の
記
述
は
、
西
野
注
の
本
文
校
訂
が
、
実
は
他
写
本
の
説
に
基
づ
く
も
の
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と

いう
こ
と
を
、
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
の
で
あ
る
。

六

以上
、
西
野
注
の
本
文
校
訂
説
に
つ
い
て
一
次
二
次
の
稿
本
の
記
述
や
、
諸
本
と
の
異
同
を
確
認
し
な
が
ら
、
そ
の
形
成
を
考
え
て
き



た
。
そ
の
結
果
、
西
野
注
の
本
文
校
訂
が
、
直
接
的
に
も
間
接
的
に
も
、
群
書
類
従
本
の
本
文
に
依
拠
し
て
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
は
な

い

か
と
い
う
結
論
を
得
た
。
ま
た
、
松
下
本
と
の
校
合
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
全
面
的
に
誤
り
が
存
在
し
、
こ
の
板
本
の
成
立
過
程
で
か
な

り
複
雑
な
事
情
が
存
す
る
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
の
点
は
、
西
野
注
を
利
用
す
る
場
合
、
ひ
い
て
は
こ
の
板
本
の
影
響
を
少
な
か
ら
ず
受
け

て

い
る
古
典
大
系
・
古
典
全
書
の
本
文
を
利
用
す
る
場
合
に
お
い
て
も
、
慎
重
な
態
度
が
必
要
な
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
当
国
風
土
記
の

研
究
に

お

い
て
は
、
ま
ず
写
本
の
本
文
を
確
認
す
る
作
業
を
怠
っ
て
は
な
ら
な
い
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
十

　
か

つ
て
、
文
化
文
政
期
の
当
国
風
土
記
の
研
究
に
つ
い
て
、
伴
信
友
と
狩
谷
液
斎
の
業
績
を
整
理
し
跡
付
け
た
が
、
か
か
る
先
行
研
究

の

成
果は
、
天
保
年
間
の
西
野
注
に
収
敏
し
て
ゆ
く
。
稿
本
の
段
階
で
の
他
説
の
書
き
入
れ
や
、
群
書
類
従
本
か
ら
の
影
響
の
存
在
は
、

こ
の
板
本
が
、
多
く
の
先
行
研
究
を
取
り
入
れ
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
い
く
つ
か
の
間
題
は
含
む
も
の
の
、

当
国
風
土
記
の
本
文
研
究
に
と
っ
て
は
、
幅
広
い
文
献
考
証
に
基
づ
く
方
法
を
基
盤
と
す
る
最
初
の
本
格
的
な
注
釈
で
あ
る
と
い
え
る
で
　
　
　
｝

あ
ろ
う
。
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一

注
六　
『
国
学
者
伝
記
集
成
』
八
〇
〇
頁
。

注
七　
五
箇
所
の
異
同
は
次
の
通
り
。

　
　
①
大
宮
（
西
野
注
）
↓
「
大
」
な
し
（
釈
紀
）

　
　

②
駅
宇

（西

野注
）
↓
「
御
宇
」
（
釈
紀
）

　
　
③
天
皇
之
世
（
西
野
注
）
↓
「
天
皇
之
御
世
」
（
釈
紀
）

　
　
④
大
夫
（
西
野
注
）
↓
「
大
夫
等
」
（
釈
紀
）

　
　

⑤日
高
見
國
也
（
西
野
注
）
↓
「
日
高
見
國
云
々
」
（
釈
紀
）

注
八　
注
三
（
前
号
）
に
同
じ
。

西
野
宣
明
校
注

『
訂
正常
陸
国
風
土
記
』
の
本
文
校
訂
に
つ
い
て
（
下
）



西
野
宣明
校
注
『
訂
正
常
陸
国
風
土
記
』
の
本
文
校
訂
に
つ
い
て
（
下
）

注
九
　
注
五
（
前
号
）
に
同
じ
。

注
十　
注
一
・
二
（
前
号
）
に
同
じ
。

一
5
0一


